
　『二人の｢ゆう｣』　を使った授業例            小学校　４年





○ある小学校４年生の女の子と男の子の会話として、シナリオ前半を配布する。


○『あゆみ』『まもる』になって、シナリオ前半を読む。


○『あゆみ』の友だちの｢ゆう｣や、『まもる』の友だちの｢ゆう｣はどんな子か、イメージしながら読む。


    ・野球、バドミントン、けんかが強い、泣き虫、鉄道が好き、料理が好き、好きな色などをたよりに、イメージをふくらませる。


　　・髪の毛の長さは、どちらも長いとわかったところで、二人の｢ゆう｣の絵をかく。


　　　（どちらも髪の毛は長いとあるが、女の子と思った｢ゆう｣は肩よりも長く、男の子と思った｢ゆう｣は、肩よりも短いと予想）


○シナリオの後半を読む。


　　・どうして、｢ゆう｣を女（男）と思い込んでしまったのかを考える。


　　・一つ一つのことは、どれも男女を決定するものではないことを確かめる。


　　・そういう女の子（男の子）が多いのは事実だが、そういう男の子（女の子）もいるので、そう決めつけることのおかしさに気づく。


○同じように決めつけられたり決めつけたりしたことや、おかしいと感じたことはないか　を出し合う。


○学習して、感じたことや考えたことを書く。





    　  『二人の｢ゆう｣』　を学習して   《児童の体験・感想》


                                                 　　


○弟に「お前、男のくせにすぐ泣くな！この泣き虫。へたれ。」と、けんかをしたときに言ってしまったので、悪かったなあと思った。


○「お前は女やから、ドッチボールに入るな。」と言われたことがあった。


○わたしの通っていた幼稚園では、どんなに誕生日が早くても、男が出席番号が１番でした。わたしは、女、男関係なくなってほしいです。


○ぼくも髪の毛が長かったとき、「かみ、長いな、早く切れよ。女みたいで変やぞ。」などと言われたことがあります。それをきいて、ぼくは、「なぜ、男のかみの毛が長かったら変なのか。」と思いました。





◇野球部の「ゆう」のことを男の子と思ったのは、「けんかが強い」のと「女の子の友だちとあまり話が合わない」と書いていたからです。女の子とわかってびっくりしたけど、最後を読んで、勝手に決めつけたらいけないとわかりました。


◇初め、二人の「ゆう」のことを、男と女が反対だと思っていました。後半を読むとちがうことがわかりました。「料理が好きで赤色が好きな人」と言われたら、女の子のイメージが浮かぶし、「鉄道が好きで青色が好きな人」と言われたら、男の子のイメージが浮かぶけど、男女関係なく、何を好きになってもいいことを改めて学びました。


◇わたしも、あゆみさんやまもるさんと同じで「ゆう」のことを男と女が反対だと思い込んでいました。本当にスポーツや趣味、色、性格などで男・女を決めてはいけないと思いました。


◇自分が普通だと思っているから、人に対しては、おかしいと思ったりする。自分はおかしいとは思わない。


◇お父さんに｢昔は男と女でいっぱい分けられててんで。例えば、男の方がえらいとかいっぱいあってんで。｣と教えてもらいました。私は｢今ならそんなことは全然ないのになあ。｣と思いました。私は、｢総理大臣で女の人って見たことないなあ。それと校長先生でも女の人って見たことないなあ。｣と思いました。このことは男と女で分けるのとはちがうかもしれないけどそう思いました。本で読んだことがあるのですが、人類で最初のオリンピックがあったころ、女の人はオリンピックを見に行ってはいけないとか、女の人はぶ台にあがってはいけないとか女の人がどうどうと歩いてはいけないとか、そういうのを聞いて、｢これも男と女で分けることなのかなあ？｣と思いました。         





　　


小学校中高学年用　　　　二人の｢ゆう｣





○○小学校に通う『あゆみ』（女子）と『まもる』（男子）が、休み時間（下校中）に話をしている。    





あゆみ：わたし、最近バドミントンを習い始めてんけど、そこで、すっごく気の合う友だちができてん。その子｢ゆう｣ってゆうねん。


まもる：わあ、偶然！おれの野球チームにも、｢ゆう｣っていう子が新しく入ってきて、なかよくなってん。


あゆみ：へえ、そうなんや。わたしの友だちの｢ゆう｣はな、バドミントンがすごくうまいねんで。でも、コーチにおこられることもあって…。この間も泣いてたわ。


まもる：へえ、すぐ泣くんや。


あゆみ：そやねん。こないだ映画一緒に見てたら、えっ、ここで、と思うとこで泣いてたわ。


まもる：おれの友だちの｢ゆう｣は、ケンカに強くて、泣くどころか、人を泣かしてたわ。


あゆみ：へえ，けんか強いねんなあ。


まもる：そうやなあ。びっくりや。


あゆみ：わたしの友だちの「ゆう」は料理好きで家でもいろいろ作ってるみたいやで。この前、練習に手作りクッキー持ってきてくれたけどめっちゃおいしかったわ。


まもる：ええなあ。おれも食べてみたいわ。


あゆみ：せやろ。わたしもけっこう料理が好きやから、ほんま｢ゆう｣とは、気が合うねん。好きな色も赤でいっしょやし。


まもる：気の合う友だちできたなあ。俺の友だちの「ゆう」は電車が大好きやで。この前も「鉄道祭り」に行ってきたってうれしそうに教えてくれたわ。


あゆみ：ふうん。電車好きってまもる君と一緒やん。


まもる：そうやねん。なかまが増えてうれしいわ。それに好きな色も青で一緒やねん。


あゆみ：気い合うなあ。


まもる：気い合わへんのは髪型かな。おれは短いけど、「ゆう」は結構長いねん。


あゆみ：へえ。野球やってても髪の毛長い子いるねんな。それに、わたしの友だちの｢ゆう｣も、まあまあ髪の毛長いねんで。それは、いっしょなんや。二人の「ゆう」初めてにてるとこあったな。


まもる：そやな。


あゆみ：わたしと｢ゆう｣もめっちゃ気が合うけど、まもるくんと、その｢ゆう｣も気が合うねんなあ。お互い、いい友だちできてよかったなあ。なんか、野球チームの｢ゆう｣にも会ってみたくなったわ。


まもる：ええで。今度紹介したるわ。野球ばっかりしてるから、女の子の友だちとあんまり話が合わへんねんて言ってたし。ちょうどええわ。「ゆう」とあゆみちゃんの、女同士の話もあるやろうしな。





あゆみ：えっ女同士の話って！野球部の｢ゆう｣って、女の子やったん？！


まもる：そうや。男と思ってたん？


あゆみ：うん。だって、野球してて、人を泣かすぐらいケンカが強くて…。髪の毛は、長めって言ってたけど…。鉄道が好きで、青が好きなんやろ。それで、まもるくんと気が合うって聞いたら、男の子やと思うやん。


まもる：そうか。そう言われてみればそうかもな。おれは｢ゆう｣を知ってるから、何とも思わんかったけど…。


あゆみ：うん…。野球、、ケンカが強い、鉄道好き、青…。別に女の子でも、何にもおかしくないのに、まもるくんの話を聞いてて、勝手に男の子って思ってたわ。いつも、女やから…とか、女のくせに…とか言われて、女・男で決めつけられるの、いややったのに…。そのわたしが…。


まもる：あゆみちゃん、そんなに落ちこまんでもいいやん。だれにでも、そんなことあるやん。そんなことより、おれもその泣き虫の｢ゆう｣に会ってみたくなったわ。４人で遊ぶっていうのは、どう？　男、おれ一人やけど、まあいいか！


あゆみ：えっ？まもる君と「ゆう」と男二人やけど…。もしかして、わたしの友だちの｢ゆう｣女やと思ってた？


まもる：えっ？泣き虫の｢ゆう｣って男なん？


あゆみ：そうやで。男の子やで。


まもる：バドミントンが上手で、泣き虫で、料理が好きで、あゆみといっしょで赤色がすきやったよなあ。


あゆみ：そうや。そんな男の子やで。


まもる：そうか…。バドミントン、料理、赤色…。うん…、そんな男の子がいても、おかしくないのに。男でも女でも、泣き虫もいるしな。なのに、女やと思いこんでたわ。


おれも、あゆみといっしょや。いつも、男も女も関係ない！って言ってるおれとしたことが…。


あゆみ：ほんまやなあ。二人ともどうかしてるわ。スポーツ、色、趣味、髪型、性格…、そんなん、女か男かで決まるんちゃうって、わかってんのに…。女・男じゃなくて、一人一人ちがうのに…。


まもる：そうや。ええこと言うやん。その通り！男やから女やからじゃなくて、自分がどうかや。男や女で決められたら、いややし…。自分らしく過ごすことが一番！





※　みなさんはどう思いますか？　


みなさんも、女やから男やからって、決めつけられたり決めつけたりしたことはありませんか。











